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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､閉経後の女性に喚覚障害が多いという臨床経験から､妊娠､およびプ
ロラクチン投与が喚神経に何らかの影響を及ぼすと考え､プロラクチンの末梢投
与の喚覚神経幹細胞分裂に及ぼす影響を検討したものである｡生後8週のバ｣ジ
ンマウスを対象にプロラクチン点鼻後､掃出した喚粘膜上皮標本を抗 BrdU抗体
で免疫染色を施行し､発色した BrdU陽性細胞数をカウントした結果､コントロ
ールの雌性マウスに比較して対象マウス､および妊娠 7日目のマウスのBrdU陽
性細胞数が有意に多かったことから蜂性マウスの喚神経細胞がプロラクチンによ
り刺激されて喚覚上皮幹細胞の分裂増殖を誘発すると結論した｡BrdU陽性細胞数
とニオイ感度の関係については､今後の研究課題としても､本研究は､将来喚覚
障害の治療に直結する価値ある業績と考える｡よって､本研究者は博士 (医学)
の学位を得る資格があると認める｡
